
日立市上下水道事業経営戦略の改定（素案）等について 

 

１ 経営戦略改定の視点 

  今後の人口減少等による上下水道料金の減少、施設の老朽化・耐震化対策に

係る更新需要の増大など、上下水道事業を取り巻く経営環境の厳しさが増す中

で将来にわたり安心で安全な上下水道サービスを安定的に提供するため、経営

基盤の強化に向けた経営戦略の改定を行う。 
 

(1)  今後の人口減少等を踏まえた料金収入の的確な反映 

  ア 給水人口、水洗化人口の予測    

区分 令和８年度 令和 17 年度 比較 

水道事業（給水人口） 155,176 人 134,675 人 ▲20,501 人 

下水道事業（水洗化人口） 117,797 人 102,097 人 ▲15,700 人 

  イ 料金・使用料収入の予測 

区分 令和８年度 令和 17 年度 比較 

水道事業（料金収入） 3,248 百万円 3,015 百万円 ▲233 百万円 

下水道事業（使用料収入） 2,297 百万円 2,072 百万円 ▲225 百万円 

  ウ 水道料金改定 

   (ｱ) 令和８年４月１日付で、平均改定率 20％の料金改定を反映 

   (ｲ) おおむね５年ごとの投資・財政計画の見直しと料金改定の必要性検討 

(ｳ) 令和 13 年度には損益収支が赤字に転じる見込みであり、改めて料金

改定の検討が必要 
 

 (2)  物価上昇を踏まえた維持管理費等の上昇傾向の反映 

   人件費、委託料、修繕費、薬品費、動力費等の維持管理経費について、過

去の実績等を踏まえた上昇率を反映 
 

(3)  社会情勢を踏まえた将来における更新事業等の反映 

【主な事業】 

  ア 水道事業 

(ｱ) 十王浄水場の機能強化と森山浄水場のダウンサイジング 

(ｲ) 施設、管路の老朽化対策及び耐震化対策 

(ｳ) 経営基盤の強化に係る民間活用やＤＸの推進等 
   

イ 下水道事業 

(ｱ) 池の川処理場のダウンサイジング 

(ｲ) 施設、管路の老朽化対策及び耐震化対策 

(ｳ) 経営基盤の強化に係る民間活用やＤＸの推進等 
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２ 経営戦略の改定（素案） 

  概要版 別冊１のとおり 

  本編  別冊２のとおり（参考） 

 

３ パブリックコメントの実施について 

（1）目的 

   日立市上下水道事業経営戦略の改定に当たり、広く市民から意見を募集し、

計画策定の参考とするため実施する。 

（2）概要 

ア 閲覧資料 

  (ｱ) 意見募集チラシ 

  (ｲ)  日立市上下水道事業経営戦略の改定（素案）概要版及び本編 

イ  閲覧方法 

  (ｱ) 市及び企業局ホームページへ掲載 

  (ｲ) 市内公共施設への印刷物配架 計 32 か所（意見募集チラシ及び概要版） 

（企業局総務課(1)、市役所１階情報センター(1)、各支所(6)、 

日立駅前出張所(1)、各交流センター(23)） 

ウ  周知方法 

  (ｱ) 広報ひたち（12 月号） 

  (ｲ) 市及び企業局ホームページ 

  (ｳ) 市ＳＮＳ（Facebook、Ⅹ、LINE） 

エ 意見の募集方法 

  (ｱ) 閲覧を行う公共施設の窓口に回収ボックスを設置する。 

  (ｲ) 企業局総務課へ郵送、FAX、E メールで送付するか、又は直接持参する。 

  (ｳ) 意見提出用二次元コード等により、インターネットを通じて提出する。 

オ 結果の公表 

    結果については、市及び企業局ホームページ及び意見提出があった交流

センターの窓口に掲出することとし、個別の回答は行わないこととする。 

（3）実施期間 

   令和７年１２月３日（水）から令和８年１月 13 日（金）まで（42 日間） 

 

 

以 上 
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